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１．評価者の指摘及び提言概要 

この研究により、多数の学童の試料を対象として、フタル酸エステル類、リン酸トリ

エステル類代謝物、ビスフェノール類の曝露実態に関するデータを提示された。この知

見は、我が国における子どもの曝露状況の基礎知見として極めて有用なものといえる。

フタル酸異性体の化学分析の信頼性について、国際的にも比較可能な検討もなされてい

る点も高く評価したい。さらに、これら化学物質曝露とアレルギー発症との関連性につ

いて、単一の物質だけではなく、「混合曝露」「複合曝露」の観点から、統計モデルを用

いてアレルギーと炎症マーカーとの関連を解析し新たな知見が得られている。 

今後行政と連携し、種々の活動や情報交流において、研究成果が行政施策へ波及する

ようにして欲しい。成果としては重要な結果が得られているので、公表する際には、十

分注意して欲しい。 

 

２．評点 

総合評点：Ａ 


